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研究 

概要 
臨界流体中における機能性複合ナノ構造体の創成 

 

研究シーズの内容 
流体に他の分子を溶解させ、流体の亜臨界・臨界点極近傍・超臨界領域において、様々なナノ構造

体を合成する手法を開発しました。特に、二酸化炭素（臨界温度 31.0 °C）、ベンゼン（289.0 °C）、

エタノール（243.1 °C）中に金属錯体を溶解させ、光分解自己集積化過程・熱分解自己集積化過程

をとおして、様々なナノ構造体が形成されることがわかりました。例えば、(A) フェロセンを溶解さ

せた二酸化炭素あるいはベンゼン中へのレーザー照射による「鉄粒子内包カーボンナノ粒子」の生成

（図 1(a) 参照）; (B) コバルトセンを溶解させたベンゼン中へのレーザー照射による「コバルト粒子

内包カーボンナノ粒子」の生成; (C) フェロセンとコバルトセンを溶解させたベンゼン中へのレーザー

照射による「鉄・コバルト合金粒子内包カーボンナノ粒子」の生成（図 1(b), (c)）; (D) 銅錯体を溶解

させたベンゼン中へのレーザー照射による「カーボンナノコイル」の生成（図 1(d)）; (E) フェロセン

を溶解させたエタノールの熱分解による、様々な形状の「マグネタイトナノ粒子」の生成（図 1(e)）; 

等、臨界流体を利用した自己集積化過程により、新規複合ナノ材料を合成することが可能となります。

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント 
 溶質分子と溶媒流体の組み合わせにより、様々なナノ構造体が形成されます。今後、亜臨界・臨界・

超臨界流体中の自己集積化過程を利用した新規複合ナノ材料（磁性ナノ粒子・生体整合性機能性ナ

ノ粒子等）の開発が期待されます。 
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図 1  臨界流体中の自己集積化過程により形成されるナノ構造体。(a) フェロセン溶解二酸化炭

素の光分解による鉄（Fe）内包カーボンナノ粒子の合成; (b) フェロセン・コバルトセン溶解ベン

ゼンの光分解による合金（CoFe2O4）内包カーボンナノ粒子の合成; (c) フェロセン・コバルトセ
ン溶解ベンゼンの光分解による合金（FeCO）内包カーボンナノ粒子の合成; (d) 銅錯体
（Cu(tbaoac)2）溶解ベンゼンの光分解によるカーボンナノコイルの合成; (e) フェロセン溶解エタ

ノールの熱分解による非球形マグネタイト（Fe3O4）ナノ粒子の合成 
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